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高齢者の栄養審理における効果的者牛乳・乳製品

ならびに構動食品の軒用に関する研究

一高齢者のタンパク鍵・エネルギ…低栄養状態 (proteinenergy 

malnutition， PE制改善春に及iます牛乳・乳製品の有効性一
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E事護金者の栄一議後産震においては，タンパク質・ょζネルギ-{，民主殺害義状態(proetein邑nergy

malnutri tion， P E M)を写真IIIこ栄著書スタワーニングによって明らかにし事 'dらに，

その栄養状重量そ評価・事U~芝し， 個々人のぶネルギー， タンパク質の必要警鐘に見合った

潟iEな;震を，支出家的;こ補給することが必要である。

アメザカ合衆li!lでは. 1 980年代から， 芸事総務における媛大の栄養鱈怒は PEM

であることが切らかにされ， その己主 においては，思郊の栄養スタワーニングによっ

てリスク著ぎを判別し， 乳清タンパク皇室をまE成とする栄華事食品によって， 汲?主の約1.

5-2悠量のエネルギー・タンパク質を， 経口あるいは経勝栄餐によってき議総し， 改

善努1~襲安あげることが爽証されつとい ;';'0

一方， わが留の高童会容の栄養管畿はま義務管理に終ま脅しているのがき晃状である e 在持

官務者らは、わが悶において， はじめて， 1 9 9 6年から総量金者の栄養管理室サービス令

構築するために， 自本全国の蕊総務総設を対象とした調査.1iJf究~行っている〔厚生

省老人係者義務業推進等翁滋金研究， ff研究員 松EIl童話〉。 そのま古来， 日本において

医者齢考の総務などの施設において， PEMのl:fH晃〈等級リスクの塁走医者， l肱液アルブミ

ン3.5油 2.5) Iま，約 40%以上iこ観察されることを切らかにしている。 さらに，

この総泉から， 在宅ケア告と受けている潟齢者では， PEMの出現鎖皮はかなり語審率iこ

なることが念総ぢれている。

しかし， 日ヰ誌の喜善給者について， P日M-:iと号主務するために， 牛乳・事u薬品あるい
はその栄養食品をいつ， どの伎の郷関， どのように用いれば， どれくらいの効泉があ

るのかは， ぬるf研究されていない。

そこで， 本研究では， 言語密告革まの PEMの日文章警に牛乳奪乳製品を主ま華料とする栄養食

品を長3いた栄著書総ま舎の有効性ならびに問題点などについて紛らかにした。
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法15 2. 

対象者1 ) 

高齢者の栄養アセスメント iこ関心が高く， 3民主義士がケア・チームiこZ議事長約に参加し，

9地域〈北海おらに裁量長総!l[の期待で~る病院〈芸憲議事者施設)を主主域差を考援して，

入院患者の 65歳以沖縄)から選定し，悶悶，はi陰，中古s，線東，北陸長，東北，選，

路1I童アルブミン鐙をtl'i綴にして栄幾スクリーニングを笑主義した(図 1)。ょに対し，

JlIL清アルブミン鐘 3.5g/dl以下の PE M 1)スク者について喜三郎から3控室室状態の

状ま本人あるいは家主義に家た，ならびに栄3患者言語舎の実絡を熟語]され，員千f議・半y定，

長手性署i湾3まの得られた人を対象おどした。たは隊僚によって栄養驚翠計泌を説明し，

栄養管波書草 26名と対スタワーニング憾のアルブミン緩を可能な限り一主主させ，請告，

Jlノフ。ミン血t喜{本3霊，R望書草 24名iこ総作為;こ区分した。栄畿管理計画対象者の年鈴，

食事まも自由に緩日泌総できる畿であADLを表 1Iこ示す。対象者は痴呆もなく，f夜，

った。
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褒1 栄養管理計爵対象者の基礎資料

栄養管現af 対熊君事

性別 男(7名} 女(!9;s) 男女合計(26~) ! (5名} 女(l9~) 男女合計(24名}

年齢(歳) 78.6:t 10.1 83.4:t 5.9 82‘l土7.4 85.4士ι。82.3:t 5.8 82.9士5.7

体重(kg) 43.7土7.3 38.4:t 5邑? 39.9士6.5 53.0土6.6 41.0:t 6白9 43.3土8.3

血清m';刈(gldU 3.0宮:t0.41 3.23:t0.2B 3.19土0.32 3.34士0.15 3.28:t 0.17 3:29士0.16

ADL(点} 42.自主33.1金 41.6士29.9' 41.9土3立l' 68.8:t38.B 64.0:t 26.7 65.0:t 28.4 

平均土綴謬幾3霊 'p<O必:対策薄暗栄義管還群

2 )栄養管理計函

栄養管理群iま，約 4巡襲警の栄養者審議舎を災総し，その後 8l!!ll習は経i義を銭察した C滋

1 )。エネルギ一様絵ば級谷まえき持率器?務総数ま設計(M E T A V 1 N E .V  1 N E f.土}愛

用いて誼IJ定した安静時ょにネルギー{党総の1.5僚とし，タンパタ質補給は1.4-1.

5g/通常体重(k g)をめやすとした o 栄養被給iこ照いる献立，栄養食品は4t務総

が任窓に選択して実施した。栄主義カウン-kリングは，血液検ままの総5義援考慮して，栄

養管理群に 5岡〔栄議後線開始 1i股 3遡 5過 9週. 1 3 ~盟自に対日間鮮に 3 問

(栄養管理関始 5i思 9i現. 1 3週悶〉行った(図 1)。

栄養補給を中心とした栄き義務波宮十閣の有効性は，血清アルブミン，プレアルブミン

などの.UJI.液主主査緩，惨殺，喫f量豊容などの指標によって比較，観察した o dらに，栄養

土によって記入された 1滋路線の f栄餐管復計醤ならびに評価主主jから災ま患の可能燃

や湾題点を検討した。

3) 1量主主主主化学的役まま

早朝笠媛i待のd託淡号長銀取し，採取はスクザーニング降、栄華撃を誉棄塁線総長寺. 2 i援ごと在

日 4週土 G日 8滋:!:18.12遊士 1EIに行った。瓜j奮アルブミン (BC G主主入

血清タンパク終〈ビュ…レット法).血清総コレステロール〈隊紫色長).ヘモグロビン

(シアンメトへそグct:"ン法〉の測定は，それぞれの施設の関連検策会社に依頼した B

検査会社聞の測定i民主授はt事態助1i古(液状コントロール油li脅し ll. 和光線薬(株))を

用いて検討し隔たが，いずれも標添鼠清の標準偏差内にあり，補の必要警はなかった o
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4 )体重計測

入俗， リハt:'りテーションなどの身体活動直後遺と襲象外して， f:本支を計測した。この

場合，必ヂ一定の条件のもとにプリ・テストを君子うことを箭援とし，測定義のイ間人内

議票差ならびに総定者間誤差は 10 0 g以内になることを後認した後に，測定を関去最し

た。体重計iIIlJlまスクリーニング時，栄養管理開始鈴，その後は晃霊長喜9'毎週実施した。

5 ) 喜益減量全査

日常生活活動度 (AD L)は.Bathel Indexによって，抑うつ状室長は SD S ~露査

会用いて，スクリーニング時， E震後管理開始時春 2週 4潟 8遜， 1 2遜13Iこ線

価した。

自〉食毒事綴変

事軽易号葉会室事3周査室棄をj習いて食事総交委行った。言語査期間の貌，昼， タの 3食iこ勺い

てエネルギー事長としての主食とタンパク震源としての主菜の管理食率，事選重量鐙，ならび

に栄善幸食品からのJニネルギー.タンパク華道鼠を観察したo 間食，主主食については，コニ

ネルギー量産， タンパク3霊源を銭高記している犠会iこは，その噴宅金率も観察したe 栄獲管

理芝隊総 4i趨後訟では 1日おきに，その後 12週後までは 2おおきに，食警務言語査を行い，

遡録の王子均穫を1率的した。

栄養寺号線群と対照鮮の間の手o是主主は ScheffeのF-検定によって検定した。また，
スクリーニング待と各毒薬道主義霊祭時期の隠の手nる援は Fisherの t-検笈によってき議定
した。

3 .結果

1 )栄養食品の利用状況

栄著書補給実務tf1.栄養管理室淡ならびに対燦群ともにドロップ・アウトはみられなか

った。タンパク質被絡をg釣として栄養食品安利用したところはs施設であった。そ

のうち， 1 f設業員の栄養食品だけで災施したところは 2締役であり，似の施設は総齢者

の犠好に飽きが米ないように 2~4 種類の栄養食品与を緩み合わせて科潟していた。ま

た， 当主主義食品を調l2ll'加工した泌設は 81J事設中4o議設であった。告を用した9範幸蓄食品と

燦紛字上筑波・加工の有無等はき益 2Iこ示した。

ぢ民事事管理J議関終了後.8施設の栄幾太 15名に5殺を護食品についてアンケート説護〈複

数回答〉を行った然来診味iこ飽きた(7 ，g ).腹毒事室事詰語感があった(3名).誇主主草しに

くかった(3名).においが強会、 q た(3 ，g入口ざわりが悪かった(2名λ 味が怒

かった(2，g)などであった。また，栄養食品はおヱ・ 3薄1壊することは比較的若手畿で
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ないと栄養士は援ぎしていた a

一方，絞2援は観察されなかったので，手院事業繁華霊童手，対象若手のこ群について比較検討

した。

表2 5位後伊野憾に使用した主投幾食品一覧

1午話fi R苦ぷ名 会む名 ニLネルギー タン1~ :7~き 怒号d科 関敵塁エ {車用脳会数

高知¥'?~詰 エYグョイ 3生永事~主{嫁) J7Jkc誕1/1008 90.0g/JO幸喜 事Li青?~I\' ヲ + 2 
粉末金為 レシt~

書写ml"箆 ~/7/う7. 〈稼〉三華日化学 361k田1!100g 14.7g/100g 事Li毒9，，1¥" + 2 
量発3衣食品 研究所

高9~1\'，質 プ評者7 イノH-]' 守サ'j，~?' 400誌cal!100g 80.0g/100g 事Li青m'? + 1 
紛来食品 V ~I\';t(縁)

汲!事波書強食 71トミ4ミニ テルモ(掠〉 160kcal/lOOml 5，8g/100ml 主主'イ;tNa 3 
撃しむ1¥'， 

濃厚波動会 ト1A-81.5 森永事~葉(稼) 150kcal!lO日ml 6.0g/100ml h1:'イY詩& + 2 

滋}事淡動食 71'}離はれi プリ7J-~'?1h'; 100k側1/10おl J.3g/100ml 主主，f/ 1 
7.?17・(努} 大豆j';tJl"

潟厚流動食 7' -7.ト プヲ]J-&.干1r-7.'100主cal/lO日ml ι3g/100包1 波!事事1$'/)1'テー 1 
7.H7'(稼)

援態流動食 守アヱッ.A (総和化学 100k国1/10喜怒1 (.7g/10日ml 主主'イ〉悼a 1 
研究続

御繁波数会わZヮト1.5 (船三和化学 15告kcal/l00ml 6.0g/10Oml bfイ〉詩a 1 
研究所 ~h?/JI'? 

濃厚涜動食 工事アラZ キッtイ楽APm 150kcaν10喜怒1 6.0g/1sOml 全世'o/Na 1 
工業〈稼〉

滋}輪波書喜重量 ライ7D1剛 L 8鋭化学(抹) 湾総cal/100ml 4.Og/1日Oml hf 17封a l 

数主主湾食品 7イ7員持 7'リ1トi←11トt460kcal/lOOg 14.0g/100g 会紛手し ÷ 2 
プディンゲ i.HJ' (まま〉
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2 )助1液ft:.化学的検後

血清アルブミンf践は，多民主案管理開始憾には，栄養後五霊終 3.32土O.36g/dl，

尭I終若手 3.3 8こtO.21g/dlであった。栄養管理鮮はき霊祭管理開始 2選設になる

とスタワーニング符より有意に金勢力日し， 3.39:tO.25g/dlになり， この鍍iま

4週間まで綾持されていた。栄養管理主終了後 8i援問， 1 2週間 i立後は低下したが，ス

クリーニング時よりは潟俗であった o -15，対照群は期問中有意な変動はみられなか

った〈密 2)。

• • 3.4 

3.35 

3.3 

3.25 

_ 3，2 

¥ 吃出2315 

3刷1

3.05 

4ι--'-ーベト…B
スウリーニ 尊重始 2 4 s 12 
ンゲ善寺

草書2 血清アルブミンめ経E寺豹変化

ート栄養管王聖書予 測闘幅栄整管渡英真実需
一←対照群 . pく詰.05{λウリーニン舎鈴 V$各経過主主著書祷繍)

j義務プレアルブミン憶は，予震翌議後玉里閥始皇寺iこは，栄養管理君事 23.4:t7.5mg/

d 1 ， 対照裏手 22. 1ごt6.5mg/dlであった。栄還を管理群は吉誌を番号奪潔開始 2滋8

になると 24. 2土 7.2mg/d 11こ精力話し 4i塁自に 23.1:t6. 3mg/d 11こ

低γしたが， 1 2 i緩箆は再び 22.4:t7.2mg/d1まで滋加した， '15参対照群

iま3週日でやや低下したものの，期間中を返して栄幾管Z塁原始時とほぼ問機の官査であ

った(!ま13L 

lfil泌総タンパク'l4i1夜は，栄喜義管芝宣言書始時lこ栄養管理若手 6.52:t0.70若/d 1， 

立す然若手 6.4 9土9機 58g/dlであった。ぎ震後後Z里群iま栄主義号変Z里開始 4;I畿自になる

とやや士関加し，栄養繍絵終γ後もほほお}擦の億を維持していた。…15，対照若手lふ O.
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2 g富者主査のま量減iま観察されたものの， その変動は平nまではなかった(図 3)。
長証務総コレステローJH猿iま，主主き塁後凝務総f涛iこ，栄養管理群 176:t41mg/d

1 ，ます波書草 192:t52mg/dlであった Q 栄養管理群は栄養管事u喜総2灘間 iこ1
84:t39mg/dlとま脅綴し， 4 j媛録もほぼ同様の綴であった。主主主雲寺豪華塁塁主総終了

後8選尽に 177:t42m若/d Iと低下したものの， 1 2遜毘 iこは 182:t39m

g /d Iに回復した。一方，対照君撃は期隊中華nまな変動は観察されず， Iまiま…ま主のf涯

で推移した(図 3)。

ヘモグロビンは，栄養管潔開始時に，栄養管理群 11.3:t1.7g/d1，対照群

10.9:t1.6g/dlであった。長位漆管理群は栄養管疎開始 2;閤闘にやや楠加し，

その後は低下傾向にあったが， 8道選認は対照、群より有意に言語‘憶をぶした。一方，対日現

群は 4週昆までは， : Iまiま-;iをの綴で捻移したが 8退自に低下し 12 j綴闘も悶様の憶

を維持していた〈関 3)。
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3 )体選Z

f本3震は， 5殺後管理事選総監寺に，栄養管理群 4O. 2土6.7k草，対照群 42. 7土8.

o k gであった。栄養管理望書事iま栄喜毒物理言語総 1i洩目で 40‘8土 6.8主gIこ機加し，

その後iま大iきな減少もなく， 1 2返討には 4L 3 :と 6.2k gとなり，栄養繁華互言語始

時より約 1k g増加した。一方，対照群iま英語震号令表明な変化iま綴察されなかった(i'i!

4 )。

44 

43 

42 

141 

4号

39 

38 

告で
λ。罪塁 2 
'I戸工鎗

シグ
湾

関4

ート主義獲管寝際
ー+一対日現群

4) B 1書役t震活動!l!:

」→←』→トd
4 6 6 10 12 

遺産

体.の経時的変色

組・曜 3韓幾管理鰯告書

Bathel 1 nd合X によるお常生活浴盟諸変は，スクリ…ニング時，栄養喫潔群 4仁容

土30金 l点， 文す奴書草 65.0士28. 4点であって， 対総若手の方が手ま窓に高蓄を棄を示し

ていた。栄香菜管理若手lま期総中与をi通じてスクリーニング持の綴とほぼ係者震の値唱とぶして

いた。また，対照君事も英語問中，言葉畿管理開始時とほぼ問様の綴を示していたが 4週

13， 8:i!i日 iまき震後管理群よりも有意lこ高{選告とぶしていた(i'i!5)。

5 )事事うっ

ちひ S得点iま， 主主主義管理問金金持iこ， 栄畿管理若手 46. 9土7.2点， 対照、群 47. 7 

:t5.4J言、で，祭主要はむく，この得点iま綴燃や両群尖にほとんど変化はみられなかっ

た(鑓 5)。
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6 )喫食率

三主食， 主3震からのょにネルギー喫食E容は， き震後繁華塁潟始 1i選131ま 5殺さ霊祭主主君手 86.

3こと 8.2 %， 文JE菱総 85.5:t15.9%で， 主監禁はみられなかったが， 栄主主ー管理署孝

は2遜自に 89.7:t8.2%と増加し，この績は 4週目と 8濁践にやや低下したもの

の 9週日には 92.4土9.7%と対照鮮に比べて有意に増加した o "*た，この機加

はスクリーニング狩iこ比べても有意な地方自であり， この有3まな険加は 12週目まで続

いた。 -Jj， 対総務の Jニネルギー喫食務lま栄養管理主主隠中、有3まな変化はみられなか

ったく図s入

主食. :i..;豊からのタンパク質事草食喜容は，栄養管理若手がスクリーニングi時， 7 6. 1 

:t17.9%であり，栄養管理開始 1滋おには 84孟 l士10.2%1こ有意に増加した。

このスクリーニニング時に対して有3まな繍加は 12週目まで統'i!:. 1 2週目は対照群Iこ

対しても有:援にi盟主目した。一方，立'.tR現鮮のタンパク質喫食殺は介入期間中，有意な変

化iま観察きれなかった〈図 6)。
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λ争ワ…ニ
ング善寺

ADし SDS 
50 

官 世r
45 ~ dr- •• 且 iL4一寸F4

\恥-吋-----←ヲト~人、。
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一+…いサー~ E fトー」一-Jr-〆
君主主主 2 4 a 12濃 λタトニ獄絵 2 4 8 12滋

ンゲ善寺

塁悪5 AひしとSDSの後詩的変化

ート栄養管E草野

一←対照群

闘国際 栄型軽智正饗英語問
安 p(O.05(対照君事時栄養管理群)

食，薬からの摂取エネルギーは対照群が栄幾年寄滋期問中を通じて，約 91 0 k 

c品!とほぼ一定であったのに文ぎして，栄養管潔翼手は栄養管理路始 1遡尽から 4i屋g

までの栄養管潔j努織は，主主 122 0 k c a Iと対然禁事より手nまに認後をぶした。栄善幸

俊君主期限終了後は約 1020kcal!こ低 1ごしたものの，対照群よりも約 11 むkc 
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a I総{憶を示していたく図 7)。

主食'*からのさ票取タンパク笈摂取は対立震群が期間中約 36..gとほぼ一犯であっ

たのに対して暑栄養管波書事iま栄達義守勢悲聖路姶 H遡悶から 4j認臨までの栄看護綴給期総iままな

5 1誌と対策総より有意iこ溺値を示した。栄養後遺棄濁間終す後iま豹 4.3.gIこ低下した

ものの，対照君事よりも約 7g語審f畿を示じでいた(図 6)。
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次 iこ'*~義食品の総摂取コニネルギーならびにタンパク質に占める ~I合後観察した。総

摂取エネルギーに占める栄主義、食必の割合は約 15 %であり， この割合i立会殺害量管理期間

中変化はみられなかったG …1]，総摂取タンパク雪還に占星うる栄養食品のき議会は栄養管

室塁線総 1j援131ま約 15 %であったが 2遊詩 3j緩おと豪華雲寺約iこま議会話し 3;援131こは

約 30%と1遜協のが'J2僚になっていた。 4週隊以降ぴ l週巨とほぼ問機の約 15%

に低下した(r，:g8)。

さらに'*遺書食品の摂取裁についL観察した。 5投幾食品からの摂取エネルギーは栄養

管理5貯金 3滋隠から 3遮gまでは約 180 k c器 iでf住宅多し 4滋 131之約 15 0 k c 

皐 1Iこ低下した(~ 7)。…13，雪之害義食品からのタンパク笈摂取震は栄養後Z車問主台 i

遜 131ま約詰.寝苦であったが， 2 i緩日 3週目とま豪語寺約iこ増加し 3週間 lま約 16.2 

gと1;車問の約 2.3倍になった。 4週目は再び 1遡闘と悶様の約 6.9 g Iこ低下した

(図 8)。

まま摂取:1:1こ占める栄養食s(})型脱会 調主要襲食品のtJ窓:1:
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4.考察

忠義警アルブミン燈の低下は，号室祭主事ならびに死亡率の機大と整義務に関速することが

s'f字五時遂の給5裂から明らかにされている。また，高齢基まの機能低下や機能隊を警は，血

液アルブミン植の低下と問主主することも報告されている。 E詰陸告者施設の高給入i渓慾者

においてf主導事介護を重をする者のエネルギーならびにタンパク緩の喫食率iま90%以上

であって良妻子とみなされるにもかかわらず，泊l清アルブミン値が 3.5g/dl以γ

の者iま努女共約40%である。食事介効を要する者は，栄喜義務婆量の議準に会わせて，

~~み食や淡言語食の形態で議後 iされていても，調理2 ・加工による栄養言葉の損失は大き

し災際iこ援供される幾は不十分ではないかとも考えられる。ぞれゆえ. P EMの改

善にあたっては，食事内容や摂耳元形態の改善だげでなく，エネルギーならびに良質タ

ンパク 'lIlの綴給を.'lIl約4こも， f量的にも究者来的lこE金総書官給する方途を検討する必護きが

ある。

本研究においては. p怠Mザスク詰まへの栄主義繍紛の1i主主として，牛乳・乳製品を主

線料とした栄養食品を沼いた栄養管票主計闘を実主主し，その災B患のE幸俊悦，血液アルプ

ミン鑓を紛綴とした有効性の全員約ならびに跨題点後検討した。

対立奇襲食品の利用により， P EMリスク者のJfu.i青アルブミン値は栄養管理関食会 2遠目

より等主事:に増加し，栄養管意思終了後2灘自には書記下したa これは血液アルプミンの半

主義務が 12 ~ 1 4 日間であることを考えると 4 遡閣の栄養食品の ~JJ隠は滋清アルブミ

ン般の改警には必要ではないか&考える o

'iI'. t::. ，エネルギー摂取綴iこ比例するといわれる総コレステロール鎖もさ韓議管理2i畿

日より鴻加し， 5殺事案管理を終了すると 2週日には低下したことや，体設が栄主義幸憲章表に

よりま'，j1 k g r骨加したことからも PEMの改善に 4灘間の牛乳・乳製品を烹原料とし

たき範幸喜食品の利用は有効でitると将えられた。

栄主義緩まきによる P忍主主の改害事を試みた報告がいくつかある。警inogrando.C.札らは

心軍主主主主事与をもっ 3人の男性感若手iこ病院給食とアイスクリームやチョコレートなどの長喜

一子 (800-900kcal)を自白摂取おせ，さらに経腸栄後期jも使用した。 3話E

伊!とも栄養補給関総 3遊間後iこ血液アルブミン伎の改畿と体重の機大がみられ，また，

袋行不能も 3か丹後には介i鈴H.で歩行可能になったという ADL致事警の報告もある。

Tamaiolo， P. P.らは潟齢入絞殺遣をの約 80%の血液アルプミンイ査が3.5事/de以

下手つ状態にあることを観察している。これらの人々に通常(J)食事に、無厚長のエネルギー

・タンパク質の栄遣を食品会長宅街して、苦笑取タンパク察ならびに摂取エネルギー会約 2

僚にしたところ、立並j資アルブミン健の改革審されたことを報告している。
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Lipschitzらは，滋後比較の非5経験約デザイン研究ではあるが. 1 El 3邸主義勝栄奇襲

総会総いて，エネルギーならびにタンパク鍵を蓄をまき淡の 50%増iこして 16 汲!努 2豪華仁i

f愛生手したところ，平均 3..7g /、dIであった長立後アルブミン緩が平均 3.号認/d I 

iこ改鋒され，体重も平均 2k g以上級主義したことを鋭察している。

しかしながら，これらの研究ば5経験約なデザインを用いて行われたものではない。

無作為配l賀した症例・対照研究としては. AIl ison. S. D.らの研究がある。火総務脅

折で入院した 744人の女倣磁除成務(慾倣駁蕩患者以外)について病院給食iこ加え，

夜間の終鼻的強制栄養〈乳性タンパク~)によってエネルギー 1 0 0 0 k. c a 1 .タ

ンパタ質 28 gを負荷した群(栄喜議後E聖書事〉と，通常の病院給食とスナック綴政翼手〔対

終若手)Iこ区分して，衆議アルブミンf遂とADLの変化を観察している。その総菜，栄

畿管事室鮮は忠清プレアルブミン緩め駁H蓑，死亡率の滋少ならびにADLの総後も対照

君事iこ比べて著しかったと孝義をきしている。

それゆえ，高齢者oP E MIま絡に急性j習には遜常の給食tこ主義後食SEを紛えて，エネル

ギーならびにタンパク鐙与を通常の約 2終iとすれば，重Lt書アルブミン綴と体窓会増加さ

せることは可能であると連まえられる。

本研究において，対象翁の却さ幾管喫群と対照群の区分には，世主，生下請告，スデリーニ

ング時のアルブミン備会副1青島な限り一致させた。その結泉.1:.総Z間際については両群

潤の栄養管理開始1待の綴iこは有重量3査はなかったが， 日常生活の主主総i活動皮 (AD L) 

についてはこ務にIZ分ずる綴，考癒していなかったために，スクヲーニング持の健か

ら雨雲草間に有意設があり.J探!務ヰヨもその差iま絡まらずlまlまー廷であった. A D L Iこは

号室食E与に塁手事警告及iます食考案，人望書，歩行等の項gがあるため， A D Lに差のない二群

で研究を行えば4'主義どは5もなるまさ系金支得られることも子支撃される。それゆえ， この

ような実験的デザインをJfJいたおf究を行う場合には，スクザ…ニング符のADLにつ

いて考慮することも必、~である。

しかし、著者らの5経験的デザインを用いた本正月主主においては，牛乳・乳製品を主原

料とする!被主主食品々用いて，エネルギ一議を約 170kcal.タンパク質を約 1O. 

5 gを4巡!税負術すると，血清アルブミン億，ヘモグロビン{氏ならびに体重の増加

が観察された。i!Ji.i殺の減税給食に加えてー続続給食の約 15 %増のエネルギーと約 2

0%織のタンパク演をま立荷するという，これまでの幸直後よりも少蚤の栄養食品を用い

てj主憲章約支遅刻綴の，豪華口摂取によって， P認似のE文章警が司吉きであることを明らかにし

た。今般のぎ主主菱総量金鍾では，途中でドロップ*アウトずる毛まもなかったことから .1受

JtIJ古91こ綴統ずることも可能であると考えられる。
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しかしながら.牛乳 9 筑豊運ぶを原料とする栄安委食品をそのま E主総燃すると旅が務

認で飽i!:るために，何らかの加工.*~理理は必要をである。患者の余毒事与を殺~している人

達からは栄幾食品の粉末製品は綴解しにくい，詰問2里器具への付着 t~ く使用量をlE!i援

に抱援することが限難であったとも言われる o 一方，栄養食品会料製に一定量以上添

加すると，テクスチャ一等が変化して，おいしさが減少するということも言われてい

るα これらに対応できるよう，主た l滋設立〉食害事iこ容易に添加でi!:るように牛乳・乳

製品を長院長読料とした栄養食ぷの改良ならびに釈IJJ眠法の開発iま急務であると考えるαtき

らに、、その別府を習慣化するためにその教爾淡公開発し有効世主会総滋していくことも

必要である。

5. ~著書官

E苦闘争符施設の高齢入院滋;gのタンパク'E{f・ょにネルギー低栄後状態 (PE M) t-tJk.饗

するために，牛乳・ .~L!誕42を主原料とする栄養食品を用いた栄幾管理計画を3短絡し，

その災綴可主主主主，有効後ならびに問題点などについて検討した。

1 ) l滋a績の食事iこ栄連安食品者 4遜間主主符〈ょにネルギー約 170kcal，タンパタ霊童

約 10.5g)すると. 1ul i脅アルプミン{僚の符;窓な増加がみられ，負荷をやめると低

下じたのしかしながら 8週間後も栄議後漣前よりは商舗を示していた。

2)主主主安食品の食事守により.体重ならびにヘモグロビン織のま韓加が観察されたo

3)き霊祭管俊君事の宅建食芸事〈エネルギー， タンパク皇室)Iま，栄養餐翠綴主主 1霊童滋から 1

2.;iI車問まで，対照訴事より 5~ 1 0 %持かった。

4 )栄養食1171について，長期的利用方法，調理・加工の必3毒性、など検討する必裂があ

るみ恐われた。

5 )続常生活主喜重111支 (AD L)をスタワーニング袴から建言語撃する必要があると忍われ

た。

以上の結果からや事L.乳製品を議長話料とする栄養食品をタンパク質のf帝京告を図的に

滋議'の食事に 4週間主主荷する栄養驚線対闘は，潜在性の PEMリスク者の栄告書状態の

波警に有効であることを後認した。

溺t官干

キ:fVf究の研究協jJ者iま下記のとおりである。荻療法人語尾仁会 商円山総険 加藤燦

lE，加藤若葉立J.J塁線三子， 9PB量UJ記念総続 星雲江幸?ー主義，新谷署喜美子，織の綾子，医療法

人財問天翁会 叉本車電波 天本Zi;，議長主登子，
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医療法人社団和風会 梅闘病院 l 川村和民，青山三千子 医療法人真正会 霞ヶ関商

病院 斉藤正身， 岡持利豆，中嶋由美子， 医療法入社団陸会 愛生病院 服部福徳，

加藤純一， 河田淑子，医療法人愛の会 光風園 木下毅，田尾郁恵， 医療法人千寿会

道後温泉病院 高杉潔，梅田薫，医療法人陽心会 大道中央病院 高良健，高安君♂技，

金城典子

各高齢者施設でご協力頂きました全てのスタッフの方々，本研究にご賛同，

頂きまし}た対象'者の方々に心より謝意を表します。

ご参加
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